
農福連携に取り組まれている方々にお話を伺ってきました。

農福連携事例集(三河地区)

東海農政局 愛知支局

（西三河地区５事例、東三河地区５事例）



※事例集では、（２）中間支援の取組を「マッチング機関」、 ③連携型を「連携型（受入農業者）」及び「連携型（福祉施設）」の２つで整理しています。

○ 農福連携の取組は、（１）実際に障がい者とともに農作業を行う「実践行為」と、（２）実践行為を行う農業者や障がい福
祉サービス事業所を外側から支える「中間支援の取組」に分類することができます。

○ 実践行為については、①農業者が障がい者を直接雇用する「直接就労型」、②障がい福祉サービス事業所が単独で農業を行
う「福祉完結型」、③農業者と外部の障がい福祉サービス事業所が、農作業に関する請負契約を締結し、施設利用者（障がい
者）と職業指導員が農業者のほ場に通う「連携型」、④農業者が、障がい福祉サービス事業所の運営法人となる社会福祉法
人・NPO法人等を設立したり、社会福祉法人・NPO法人等が農業法人を設立する「グループ内連携型」の４つに分類すること
ができます。

○ 障がい福祉サービス事業所が敷地内で農作業を行いつつ、外部の農業者の圃場にも通うなど、複数パターンを実施する場合
もあります。

農福連携
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（２）中間支援の取組※ ③連携型※ ④グループ内連携型
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西 三 河 地 区
マッチング機関
・ ＪＡあいち中央営農支援室（安城市）
連携型（受入農業者）
・ 平岩農園（幸田町）
・ 大橋農園（安城市）
連携型（福祉施設）
・ 就労継続支援Ｂ型事業所(株)サンたなお（碧南市）
・ 社会福祉法人昭徳会授産所高浜安立（高浜市）



＜概要＞
・農福連携は、農業者の所得増大を図る総合的な
農業経営相談窓口（営農支援室）が実施する無料職業紹介事業の一環と
して、平成30年から実施

・毎月約140の求人農家に施設外就労等の障がい者の受入れを募集。現状、
障がい者の受入は少なく、雇用条件等から受入れの可能性がある農家に
個別に打診した上で、仲介役として三者面談等を通じてマッチング

・農福連携のマッチング数は、施設外就労が6福祉施設と3農家。農家によ
る障がい者の直接雇用（1年以上勤務）は３件

・マッチング後も現場に出向きアフターフォローを徹底し、農福連携の定
着を図っている

JAあいち中央
営農支援室（安城市）

営農支援室発足時、農家との話
し合いの中で人手不足が大きな課
題であることを痛感。労働力確保
に向け求人農家と就農希望者の
マッチングを進める中で就労継続
支援B型事業所から施設外就労の
相談を受けたことがきっかけ。

・福祉施設は短時間（週２日、午前・午後各１時間半）作
業を希望したが、農家は長時間作業を希望。

農福連携をきっかけにJA主
催イベントに福祉施設が出店
するなど、新たな広がりが生
まれてきている。

・施設外就労の場合、農家、福祉施設と面談し、労働条件等を
相互に確認。マッチングの可能性がある場合には、お互いに
作業現場や福祉施設の様子を確認した上で綿密に打合せ。

取
り
組
ん
で
み
て福祉施設からの相談

メッセージ

マッチングするまで

きっかけ

今後の目標 福祉施設で栽培した作物を使った加工品の製造・販売を進めたい。農福連携に対する地域の理解を
深め、農家側からも「この作業を福祉施設に依頼したい」という相談が来るようにしていきたい。

よかったこと

マッチング機関として障がい者自らが栽培から加工・販売までできるよう力添えして、彼らの自立だけでなく耕作放棄地の
解消にもつなげていきたい。

農福連携は多くの可能性があると思いますが、地域の理解がまだまだ必要です。最終的には障がい者、健常者という括りではなく、地域で
地域の農地を守ってく姿を目指しています。

マッチング機関

マッチングが難しかった事例

・福祉施設はより多くの障がい者と施設指導員に農作業の機
会を設けることを望んだが、農家は農作業の慣れを考え、
障がい者等の固定派遣を希望。

営農支援室のメンバー
左から杉山室長、伊藤さん、浅野さん

営農支援室からの

・福祉施設は１回の就労に少なくとも３～４人程度の派遣を
希望したが、農家は少人数（1～２名）の受入れを希望。

・多くの農家が懸念する支払賃金、負傷時補償、通勤方法につ
いて、福祉施設に目安賃金の提示、保険の加入、作業場まで
の送迎を依頼。

・障がい者を直接雇用する場合は、約２週間の試用期間を経て
契約し、施設外就労の場合も１日体験のような短期の試用期
間を設定。

・農福連携成功の鍵は、施設指導員のサポート力と作業場近く
のトイレの存在。

福祉施設の相談



＜概要＞
・水田40㏊、樹園地1.2㏊を経営
・水稲、ぶどう、柿の栽培のほか、ジュースやワイン等の加工品を製造
・岡崎市の障がい者福祉施設「NPO法人ハートフルフレンズ」と連携し、施
設外就労先として平成27年から農福連携の取組を開始。このほか、加工品
のラベル貼り作業を同施設に委託

・受入れは、10代後半～40代の知的障がい者３～５人/日に指導員１人が同行
・作業内容は、ぶどうの袋かけ、剪定後の枝の収集、草刈り、水稲の苗箱の
洗浄作業等、通年で様々な作業を依頼

・障がい者の勤務体系は、週５日、午前中の１時間30分で賃金は500円/時間

平岩農園（幸田町）

障がい者福祉施設で内職の仕事が減り困っていた際、平岩農園で
パート従業員として働いていた同施設の指導員を通じて農園に就労受
入の相談があった。
当時、農園側も人手が不足していたので、受入を行った。 施設指導員の農作業への理解がと

ても重要。他の福祉施設からも就労
受入の依頼があり指導員が体験を
行ったが、障がい者への農作業指導
が難しいため実現に至らなかった。

・障がい者は、袋かけや草取り等、量をこなす作業が得意で素
直で集中力があり、まじめで非常に助かっている。

・福祉施設は公共施設等に独自の販売ルートがあり、農園の加
工品も販路拡大ができた。

・トイレや作業場を新設・改装し、
働きやすい環境を整備した。

・作業指示は障がい者個々の状況
や理解度等を把握している施設
指導員に全て任せることで彼ら
の混乱を防ぐことができる。

・日頃の農作業から年間を通じた
障がい者雇用が可能となるよう、
常に考えている。
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て福祉施設からの相談

農福連携に興味があっても、自らの作業が忙しく、指導する余裕がないから無理だと考える方が多いのではないでしょうか？
農福連携（施設連携型）は、福祉施設の指導員と連携して進めていくので安心です。

メッセージ

重要なこと

工夫していること

きっかけ

今後の目標
障がい者の雇用を増やし、福祉施設と連携して収穫した農作物

を活用したお菓子等、加工品の商品化に取り組みたい。

よかったこと

福祉施設には、農園で作業経験のある指
導員がおり、障がい者個々の特性だけでな
く農作業もよく理解しているので、障がい
者の作業がイメージしやすく、試行的雇用
は 実施しなかった。スムーズに農福連携
に取り組むためには、施設指導員が農作業
を理解することが大切だと思う。

施設指導員の農作業の理解が大切

障がい者のご家族からは農業に携わるようになって子供が生き生きしてきたと感謝されました。障がい者に限らず、農業は心を健やかにで
き、働く喜びを与えられる仕事だと思います。是非受入れをご検討ください。

連携型(受入農業者)

平岩農園さんからの

敷き藁作業

雑草防除作業

平岩さん（右から2番目）と障がい者福祉施設
のみなさん



＜概要＞
・平成23年からチンゲン菜90aを経営、大橋氏はJAあいち中央チンゲン菜生
産部会の部会長を務める

・家族４名とアルバイト従業員10名のほか、令和元年10月から高浜市の障が
い者福祉施設「授産所高浜安立」に、苗植え、葉の残渣処理等年間通じた
作業を委託

・障がい者の勤務体系は週２日、午前中の１時間半で、３～５人/日の就労に
施設指導員１人が同行。現在の賃金は施設に対して1,000円/時で、今後作
業スピードや精度向上に合わせて賃金アップを検討

大橋農園（安城市）

職業紹介所（JAあいち中央営農支援室）に従業員補充の相談をした
際、当時求職者がおらず代わりに福祉施設との連携を勧められたこと
がきっかけ。
はじめは労働力になるか非常に不安だったが、社会貢献できる農福

連携の取組に興味があり、1ヶ月の試行的雇用期間の状況をみて契約
を判断すればよいという提案を受け入れた。

・障がい者が集中して効率よく作業ができるよう、考えて判
断する作業は極力避け、あらかじめ準備できることは準備
して作業環境を整えている。

・作業指示は基本的に施設指導員を通じて行い、アルバイト
従業員は日常会話等を通じてコミュニケーションを図る。

・農福連携に取り組む以前から従業員のため仮説トイレ
（約25万円、維持費約5,000円/月）を整備している。

・雇用契約が時間・曜日固定のためタイムカードの打刻は必
要ないが、社会で働く経験の１つとして1人ずつ就労前後に
タイムカードを打刻するようにしている。

・就労開始時から作業スピード
は約３倍速くなり、健常者以
上の作業能力者もいる。作業
に集中するので作業がはかど
り、労働力として戦力になっ
ている。
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職業紹介所からの紹介

農福連携に取り組む前は、障がい者がどんな仕事ができるか分からずとても不安だと思いますが、彼らは想像以上に素直
で真面目に仕事に取り組み、労働力として戦力になります。
施設指導員から｢農業に携わるようになってから精神的に安定してきた｣という話を聞くと障がい者の一助になっているかと

嬉しくなります。今後も農福連携の輪が広がっていけば良いと思っています。
メッセージ

工夫していること

きっかけ

今後の目標
経営の安定を図り、経営面積の拡大や他

の作物にも挑戦していきたい。経営状況を
整えて障がい者の直接雇用も行いたい。

よかったこと

試行的雇用

連携型(受入農業者)

設指導員が実際に指導を受けながら農作業を体験。
障がい者がどのように働けるかイメージがつかず、マルチ間の狭い

通路を通れるのか、不良苗を見分けて作業できるか等色々心配だった
が、施設指導員が障がい者の動きをよく観察して的確な指導を行い、
想像以上にきちんと仕事をこなしてくれた。
また、農作業に馴染めない障がい者は施設の判断で変える等の施設

の対応もあり、安心して任せられると思い１ヶ月の試行的雇用後正式
に契約を締結した。

障がい者に合った農作業とするため、試行的
雇用に先立ち施設指導員と打合せて選定し、施

大橋農園からの

・真面目で集中して働く障がい者を見て、まわりの従業員もよい
刺激を受けており、職場の雰囲気が明るくなった。
・圃場を隙間無く踏みつける鎮圧作業はかなりもどかしく辛いが、
障がい者にとっては楽しいようで満面の笑顔で一生懸命行ってく
れた。

苗植え作業

葉の残渣処理作業



＜概要＞
・平成25年に障がい者を対象に就労に必要な知識・能力の向上を図り、自立
した社会生活を支援するため開設

・施設利用者は10代～60代の約40人で部品の組立て作業等の受託事業と施
設で製作したマスクやアームカバー等の販売事業を実施

・平成29年から碧南市農家にて施設外就労の農福連携を開始。夏場を除いて
週２日、午前・午後各１時間半、３人/日に施設指導員１人が同行し、玉ね
ぎの定植･芽切り･収穫、人参の収穫、圃場周辺の除草、溝おこし等の作業
を実施

・令和２年から、耕作放棄地となっていた施設利用者所有農地10aでさつま
いもの栽培を開始

就労継続支援Ｂ型事業所
(株)サンたなお(碧南市)

施設外の人に会う機会が増えて明
るくなり挨拶ができるようになり、
自立した社会生活に向けて重要な変
化となった。
また、工賃が安定したことに加え、

基礎体力もついてきた。

・施設利用者個々でつまづく作業は異なるので、1人1人の動
きを注視しその都度対応している。例えば玉ねぎの芽切り
作業で切る場所が分からず戸惑っていた際は、軍手を２重
にする、持ち方を指定する等目安を示して対応した。

・昼食は慣れた環境でないと食べられない施設利用者が多い
ため、午前の作業後は１度施設に戻って昼食をとり午後の
作業を行っている。

・農作業は厳しい気温や辛い体勢等体力的に疲れるので、い
かにやる気を引き起こすかを考え、施設利用者個々の特徴
に合わせて作業内容を変えたり、音楽や声かけ等で気持
ちを奮い立たせている。

取
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障がい者は体調変化や気分のムラがあるので充分に準備しても計画どおりにいかないことが多々あると思います。色々考えても結
局その都度対応していかなくてはならないので、農福連携に興味があるのなら「まずはやってみる！」が大切。スタートを切ってし
まえば徐々に農作業にも慣れていき、新たな仕事としてうまく回っていけると思います。

メッセージ

工夫していること

気にかけていること

きっかけ

今後の目標
受託事業だけでなく、施設自らで稼ぐ力をつけていきたい。その

策として、今年から施設で圃場を管理し農作業を開始した。今後は、
さつまいものほか、ねぎや落花生などの栽培にもチャレンジして、
栽培した作物を販売して収益をあげていきたい。

よかったこと

新たな仕事を求めて

連携型(福祉施設)

←農作業風景

作業内容の検討

・農作業は失敗が許されないため、派遣する施設利用者を選
定し、確実に施設指導員の目が届く人数に制限している。

・体調を崩さぬよう施設利用者の様子に気を配り、1時間半
に1度は休憩をとっている。

施設利用者の工賃アップを目的に新たな仕事を検討していた際、人
参や玉ねぎの産地として有名な地元農業に関与できないかと考えJAに
相談したことがきっかけ。

就労時間に対する柔軟性、農作業に出向く施設利用者のローテー
ション派遣、圃場近くのトイレの整備等の条件を受け入れてくれた
農家との農福連携が実現。服薬等の影響でトイレが近くなる障がい
者も少なくなく、トイレの存在は重要。

施設指導員が事前に受入農家に出
向き、実際に農作業を行いながら施
設利用者に適した作業を受入農家と
相談して決定。

施設利用者と指導員

サンたなおからの



＜概要＞
・平成10年に社会福祉法人昭徳会の一事業として、知的障がい者の自立支援
を目的に開設。施設利用者は約52名で施設内就労として自動車部品の組
立や自社製品のアレルギー対応の焼き菓子（商品名「ぱりまる」）等の
製造販売、施設外就労として近隣施設の清掃、学校厨房の洗い場作業、
商業施設のリサイクル品分別作業等を実施

・令和元年からチンゲン菜農家（安城市）と週２日、午前中1時間半の定植
及び葉の残渣処理作業の契約を締結し、年間通じた農福連携の取組を開始

・派遣可能な施設利用者６名からローテーションで３～５人/日が出向き、指
導員１人が同行

社会福祉法人昭徳会

授産所高浜安立(高浜市)

施設利用者自らが選んだ仕事に就労できる姿を目指し、 ｢農業｣が就
労移行先の選択肢の１つとなるよう、農福連携についてJＡあいち中央
営農支援室に相談。

・最初は「暑い、疲れる」と弱音もあったが、２～３ヶ月経つと作
業や環境にも慣れ、作業量・スピードも上がってきた。

・農作業を通して①持久力・集中力が養える、②地域の人と交流で
きる、③仕事の厳しさと楽しさを知る等の良い刺激を受けている。

取
り
組
ん
で
み
て就労移行先の選択肢

障がい者との関わりがない農家の方は農福連携に取り組むことに不安があると思うので、その不安を払拭できるよう情報発信
等の工夫をしていきます。慣れてしまえば、健常者と同等以上のスピードや精度の作業能力者もいるので、最初から完璧な労働
力を求めるのでなく、長い目でみていただきたい。

メッセージ

工夫していること

きっかけ

今後の目標
施設利用者が就労先の１つとして「農業」を選択できるよう、

今後も農福連携の取組みを続けていきたい。
人件費、人員確保等の課題は多いが、施設として農地を取得し、

自社製品「ぱりまる」の原材料（大豆）を生産して６次産業化す
ることが大きな夢である。

施設利用者の
反応

受入検討農家が雇用契約に向けた検討、
判断材料とするため、1ヶ月の試行的雇
用期間を設定。その間、多くの施設利用
者が実際の農作業を経験し、狭い畝間で
もバランスを保ち作業できるか、体力、
不良苗の見分けなどの作業能力等を見極
め、派遣する者を選定し雇用契約を締結。

試行的雇用

連携型(福祉施設)

試行的雇用時

・施設利用者は視覚的な指示が伝わりやすく、施設指導員が
農作業指導のポイントについて写真入りの手順書を作成し、
実際に作業手本を見せ指導。

あんりゅう

授産所高浜安立からの

施設指導員が作成した作業手順書

・施設指導員は、農作業中の施設利用者の動きをよく観察し、
戸惑っていればその都度対応を考え、それに応じて手順書
もアップデート。

・施設利用者が農作業に集中できるよう、施設指導員は何を
どれだけやるか、どうすれば終わり、その後はどうするか
等事前に作業の見通しを提示。

・施設利用者は施設外で
働けること、繰り返し
作業が多いこと、目に
見える形で仕事が進む
こと等が好ましいよう
で、農作業を楽しみ圃
場に行くことを喜んでいる。



東 三 河 地 区

マッチング機関
・ (株)アグリトリオ（豊橋市）
・ ＪＡひまわり（豊川市）
連携型（福祉施設）
・ ＮＰＯ法人クオーレ（豊橋市）
・ ＮＯＰ法人パルク(豊川市）
・ (株)グリーンフィールド（豊川市）



＜会社の概要＞

・(株)アグリトリオ（豊橋市）は、労働力を必要とする農家と農業で働きた
い人をWebでマッチングするシステム「農How（ハウ）」と、農家と障が
い者福祉施設をマッチングする「農Care（ケア）」を運用。

・契約社員２名を含む５名で運営し、対象地域は豊橋市、豊川市、蒲郡市、
新城市、田原市、設楽町、東栄町、豊根村、浜松市及び湖西市。

（株）アグリトリオ
（豊橋市）

・障がい者に適した作業が選択でき、指導員が付き添う形
で農業現場での作業を実施。

・請負報酬は作業内容に応じて、アグリトリオがアドバイ
スし調整。

・マッチングした主な作業はトマトの収穫・選別、ハウス
内の作物残渣の除去、収穫コンテナ等の清掃で、サービ
ス開始6ヶ月間で300件以上成立。

・同システムで労働した障がい者１名が、請負先の農業法
人に就職しており、障がい者の雇用機会につながること
を期待。

・施設外就労として活用できる → ユニット（指導員＋障がい者）で安心して現地で作業できます。
・リピート率の高さ → いろんな農家で働けます。毎日ワクワク。
・マニュアルがあるから安心 → 動画・静止画マニュアルで予習復習できます。
・就職も可能 → 双方の評価が良ければ就職まで可能です。

メッセージ

マッチング機関

きっかけ
親会社（武蔵精密工業(株)）で行われた「新規事業創出プロジェ

クト」の募集に、地域農業の人手不足等に役立ちたいと「農業用求
人システムの開発・運用」を提案。平成31年２月に採択、４月から
プロジェクトの運用を開始し、令和２年４月に別法人化。

人手不足のために

農Howから農Careへ
・「農How」システムは、会員限定のWeb画面（スマートフォン、

PC等）で農家の求人情報（日時、場所、作業内容等）を見て、主
婦などの働きたい人が希望する農家に申込みを行い、農家から了
解されればマッチングが成立する仕組み。

・「農Care」 は、「農How」を応用し、働きたい人にかわり福祉施
設を対象としたもので、農家と福祉施設を請負形式でつなぐ、新し
い形の農福連携マッチングサービス。

・障がい者が安心して作業できるよう、Web上の作業マニュアル
（動画）により予習復習ができることが利点。

取
り
組
ん
で
み
て

障がい者の雇用機会に

アグリトリオからの



＜概要＞

JAひまわり（豊川市）

・スプレーマムは、電照栽培により周年出荷しているが、苗作りの
「挿し芽」や「定植」などの作業には、多くの人手が必要。

・このため、愛知県の農福連携相談窓口であるJA愛知中央会の呼び
かけに応じた福祉施設とスプレーマム農家との間で２件をマッチ
ングさせ、令和２年１月から施設外就労を開始。 ・農家は、障がい者の作

業能力や作業時間の制
約を理解し、ある程度
の許容が必要。

・福祉施設は、休憩所や
男女別のトイレ等の施
設がない場合などの作
業環境に適した障がい
者の選定が必要。

・事業を拡大しマッチン
グ回数を増やすために
は、JAの人員体制の充
実が必要。

・毎月、JAが農家の挿し芽作業の
日程と福祉施設の就労可能日を
調整。福祉施設は、当日の作業
場所の環境に適した障がい者を
人選し、指導員１名が付き添う。

・出来高払いの報酬は、健常者の
時給と同水準を確保。

取
り
組
ん
で
み
て

農家の人手確保

メッセージ

取組の課題

きっかけ

今後の目標

当JAで農福連携のマッチングを行ったスプレーマム部会からの労働力不足の解消を求める声が少なくなりました。福祉施
設の皆さんからも大変喜ばれており、生産者と障がい者がwin-winの取組とすることができるのではないでしょうか。

マッチング機関

・JAひまわりのある豊川市は、農産物の栽培に適した気候条件に恵まれた
地域で、トマト、イチゴ、大葉、バラ、スプレーマム、アスパラ、鉢物
などの施設園芸が農業の中心。

・同JAは、農業現場での労働力確保のため、無料職業紹介事業や農福連携
の推進に積極的に取り組み、現在、農家及び共同育苗施設と障がい者福
祉施設※との間におけるスプレーマムの挿し芽作業で４件をマッチング。
※（株）グリーンフィールド、NPO法人パルクの事例参照

JA

障がい者福祉施設組合員農家

作業委託 作業可能日の報告
マッチング

委託契約

指導員（右）と挿し芽作業に従事

完成したスプレーマム苗

障がい者に適した農作業の切分
けは難しいが、挿し芽より難易度
の高い定植作業についても、農家
や福祉施設と打合せし、労働機会
を増やしたい。JAひまわり担当者

からの

連携農家の声
スプレーマム農家 Y 氏

・障がい者の作業時間は短く、
パート労働で調整をしてい
ます。

・指導員が付き添われていま
すので、安心して作業を任
せられます。

・出来高払いなので、障がい
者のペースで作業をしても
らえます。

・ハウスの近くに男女別トイ
レを設置するなど、働きや
すい環境を整えていきたい
です。

・挿し芽は、障がい者に
も比較的作業しやすく、
一緒に作業するパート
さんの評価も聞け、障
がい者の評判は良好。

よかったこと

取組方法



＜概要＞
・ＮＰＯ法人クオーレは、障がい者の”歩み”となる「キッカケ」や「チャ

ンス」を見つけられる場所として、平成29年10月に就労移行支援事業
所「インクル」を開所。利用者は30名で、運営スタッフは９名。令和
２年８月には、就労継続支援（Ａ・Ｂ型）事業所「就労サポート ココ
ポルタ」を開所。

・大葉農家及びマッチングサービス※「農Care」を活用した農福連携は、
施設外就労の４割程度で、障がい者10名程度が従事。
※「(株)アグリトリオ」の事例参照

NPO法人クオーレ
（豊橋市）

・SNSで知り合った就農マッチングサービスを運営する（株）アグ
リトリオに農家とのマッチングを相談。同社の「農Care」システ
ムを活用し、マッチングした農家等から改植での旧株除去、農産
物のパック詰め、草刈等のスポット的作業のほか、大規模園芸施
設法人で収穫用コンテナの洗浄作業なども受託。

・施設内の大葉袋詰め作業では、
ボードの写真でサイズ判定と
パック詰め枚数を確認し、過
不足なく適切に作業を行い、
障がい者10人が１日２時間で
300パックを作製。

・「農Care」は動画・静止画で
作業内容を事前にイメージで
き、作業に適した服装や持ち
物等のアドバイスもあり、農
福連携に有益。

・施設外就労では、障がい者の
適性に応じて人選し、障がい
者２～３名に指導員１名が付
き添い作業に従事。

大葉農家との出会い

障がい者に農作業は無理と思われているかもしれませんが、草刈りや農産物の荷造りの実績もあります。
必要不可欠な農作業ながらも、面倒で後回しになりがちな作業を、障がい者の能力を信じて任せてみませんか。

メッセージ

取組の課題と成果

・栽培管理に集中したい農家に対
して、農福連携の知名度を上げ
ていきたい。

・インクルの開所前に、他の障がい者福祉施設の紹介で農福連携に
積極的な大葉農家S氏と出会ったことがきっかけでスタート。

・現在、Ｓ氏先で就職前提で障がい者１名が大葉の選別と袋詰め作
業を実習（施設外就労）しているほか、福祉施設内で同作業を受
託。

連携型(福祉施設)

・通常、「農care」は単発の作業依頼が多く周年作業がないた
め、就職に発展することは難しいが、大規模園芸施設法人で
職場実習を受けた１名が就職。多様な農作業が経験できるた
め有用。

・農作業により、障がい者は労働への喜びを感じ、農家は活用
見込みが立つなど、お互いに農福連携へのハードルが下った
と思う。

「農Care」の活用

クオーレからの

取
り
組
ん
で
み
てきっかけ

今後の目標

連携農家の声
大葉農家 S  氏

・正確な作業ができるま
でに時間がかかります
が、施設の方とも相談
し、適性に応じた作業
の見極めが必要です。

・自身の作業結果がわか
るようにし、周囲がそ
の結果を認めて褒める
など、働きやすく、心
が開ける職場環境づく
りが重要です。

作業に使用する大葉のサイズ基準表(上)と
枚数確認表（右）



＜概要＞

NPO法人パルク
（豊川市）

・ 「エコハウス」の黒米の生産・販売を機に、農作業に力を入れ始
め、施設内で大葉やオクラの袋詰め、施設外でにんじんの袋詰め
作業を受託開始。

・令和２年からは、JAひまわりの紹介で共同育苗施設及び３戸の農
家でスプレーマムの挿し芽の施設外就労を実施。

・同一作業でも農家や作業環境によって手順や方法が多少
異なるので、指導員が作業内容を正しく理解し障がい者
に伝えることが重要。

・工程の多い作業をこなせずに戸惑い、作業が継続できな
いこともあるため、障がい者の個性に合った作業内容や
環境を選定することが必要。

・障がい者の年間作業を平準化するため、農閑期の作業を
常に探しておくことが必要。

・JAが、スプレーマムの挿し芽作業場所（農家）や作業日
をマッチングするので、福祉施設の事務が軽減でき大変
助かっており、農福連携の推進には、こうした仲介組織
が必要。

・障がい者には、施設外で働くことが好評でステータスと
なり、一緒に働いている人達の評価が良い刺激。

取
り
組
ん
で
み
て農作業を主力に

メッセージ

工夫していることきっかけ

今後の目標

よかったこと

・大葉の作業は、障がい者10名程度が袋詰
め、計量、再計量、箱詰めの役割分担し
た流れ作業で１日40～50箱（１箱30袋）
を作製。

・スプレーマムの挿し芽作業等は、トイレ
（和・洋）などの施設や農家ごとに異な
る作業に適応できる障がい者３名程度に
指導員１名が付き添い従事。

障がいがあっても地域で働きたいと思っている方に、この地域で盛んな農業に係る仕事を増やしてきました。彼らが地域
の力になり、住み慣れたマチで幸せに生きていくことを目指して支援していきます。

連携型（福祉施設）

・NPO法人パルクは、障がい者を社会の一員として包み込むマチ、誰もが
支えあい認め合うマチの広場として、豊川市内で就労継続支援Ｂ型事業
所（定員20名）及び地域活動支援センター「エコハウス」、児童発達支
援事業所「樹・たつき」等を展開。

・Ｂ型事業所「エコハウス」では、施設外のスプレーマムの挿し芽※、に
んじんの検品・袋詰め、鶏糞堆肥の運搬・散布作業等の請負や自主製品
として販売する黒米の栽培補助、施設内の大葉やオクラの袋詰めなど、
作業の中心は農業分野。
※「JAひまわり」の事例参照

障がい者に合わせて

大葉の袋詰め作業

障がい者の農作業への適応性を踏まえつつ、スプレーマ
ムの定植作業等の施設外就労を取り入れる等、農福連携の
拡大を図りたい。

作業場での挿し芽作業

農福連携拡大

パルクからの



＜概要＞
・ (株)グリーンフィールドは、豊川市内で就労継続支援Ｂ型事業を運営し、

利用者は26名 。
・キクラゲの生産・出荷作業を全面受託し、障がい者が、施設内で選別、

検品、パック詰めほか、施設外でスプレーマムの挿し芽※など農作業を
中心に活動。
※ 「JAひまわり」の事例参照

(株)グリーンフィールド
（豊川市）

【キクラゲの出荷作業】
同社の社長は、障がい者がキクラゲの

出荷作業を行う他福祉施設での勤務経験
をもとに独立し、(株)グリーンフィール
ドを開設。同社施設内で、障がい者がキ
クラゲの洗浄からパック詰め作業を実施。

【スプレーマムの挿し芽作業】
令和元年度から、ＪＡひまわりのマッ

チングにより、スプレーマム農家で挿し
芽の施設外就労を実施。

・キクラゲの出荷作業では、障がい者の個性に合わせ、洗
浄、検品、パック詰め、計量、シール貼り、段ボール詰
めなどを作業分担。

・キクラゲの形、厚み、大きさ、傷、やぶれのチェックを
する検品は難しく、迷うような事例は、その都度見本を
見せて全員に周知。

取
り
組
ん
で
み
て

他施設での経験

・農作業請負は、障がい者が社会と関われる貴重な機会なので、チャンスがあればどこの福祉施設で
も施設外就労の場として利用したいのではないかと思います。

・農家の皆さん、施設内外で様々な作業にチャレンジする障がい者の姿を見てください。農福連携へ
踏み出す不安や心配は、施設職員がしっかりサポートいたします。

メッセージ

きっかけ

今後の目標
・施設外就労の機会を増やすため、挿し芽だけでなく、苗の定植

などの農作業請負にもチャレンジしていきたい。
・農作業の求人情報として、障がい者向け求人紹介サイトなどの

マッチングサービスがあるとありがたい。

工夫していること

連携型（福祉施設）

スプレーマムの挿し芽作業等、
施設外で働くことは、障がい者
のステータスやモチベーション
の向上となるほか、地域の人々
とも交流ができ、社会に前向き
に興味を持てる良い機会。

検品・パック詰め等の作業場 パック詰めされた
キクラゲ

在宅作業中に手作りハンコで
作成したお年玉袋

農福の拡大

よかったこと

スプレーマムの刺し芽作業

グリーンフィールドからの

キクラゲ生産用ハウス

栽培中のキクラゲ
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